
は じ め に

教職は、将来の職業を考える場合に、割合身近な職業ではないでしょうか。
子どもの頃から学校生活を通して慣れ親しんだ「先生」と呼ばれる職業です。
ただ、最近では若い教職に就いたばかりの教員が、教職から去るケースが出て
きています。せっかく、大学で教職課程を履修し、教育実習もこなし、教員採
用試験を乗り越えてきたのに残念です。教員になって学校現場で行う教職の生
の仕事が、大学で学び実習で経験した教職のイメージと異なるのでしょうか。
実際に職場で仕事を始めるようになると、予期せぬ苦痛や不快さを伴う現実に
出くわすのかもしれません。 

どの職業にもいえることではありますが、教職の仕事は、やりがいがある一
方で、それほど簡単な仕事ではありません。授業や生徒指導ができるのはもち
ろんのこと、学校組織の一員となって、同僚とうまく歩調を合わせていく力も
必要ですし、子どもの保護者ともよい関係を築かなくてはなりません。子ども
や保護者と接する中では、彼らの生活そのものにふれる部分もあり、やや複雑
で深刻な部分や福祉的な部分にも向き合わなくてはなりません。また、保護者
を含め地域からは、かつてのように単に教師という肩書きだけで尊敬される時
代にはなく、むしろ教師個人としての力量が個々に判断されることが増えてき
ました。一人ひとりの教師がそれぞれに教職の専門的力量を備え、精神的にも
しなやかでなければ務まりません。そういう意味では、教職のイメージは少し
変わったかもしれません。

本書『学校がみえる教職論』は、教職に対するイメージをできるだけ現実に
近い形で取り上げ、教職の仕事を正しく理解してもらえるようにと願って執筆
しました。今、教育現場には、専門的な教育技術をもつ教員であると同時に、
しなやかな精神力を備えた教員が必要とされています。本書が、みなさんに
とって教職を正しく理解するための一助となれば幸いです。

2012 年 3 月
編著者
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